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「各部の運営方針と目標」を
策定しました	 2面

平成28年度の介護保険料が
決定しました	 3面

情報公開制度・個人情報保護制度の
仕組みと運用状況を紹介します	 4・5面

市からのお知らせ	 11面から

第39回みたか商工まつり	 12面

今号の紙面から
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三
鷹
市
長

今
こ
そ
、
子
ど
も
た
ち
に
本
を

　
　
　
　
　
　
　
大
人
に
も
本
を

開館20周年を迎えている三鷹市山本有
三記念館にて

　
Ｊ
Ｒ
三
鷹
駅
南
口
か
ら
玉
川
上
水
沿
い
の「
風
の
散
歩

道
」を
し
ば
ら
く
行
く
と
、右
側
に
あ
る
の
が「
三
鷹
市
山
本

有
三
記
念
館
」で
す
。
こ
れ
は
大
正
時
代
に
建
て
ら
れ
た
洋

館
で
、
昭
和
11
年
か
ら
21
年
ま
で
こ
こ
に
住
ん
だ
山
本
有
三

は
、『
真
実
一
路
』『
路
傍
の
石
』を
は
じ
め
多
く
の
作
品
を

残
し
て
い
ま
す
。
同
記
念
館
は
平
成
8
年
11
月
3
日
に
開
館

し
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど
20
周
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
三
鷹
市
は「
太
宰
が
生
き
た
ま
ち
・
三
鷹
」と
し

て
、6
月
に
は
筑
摩
書
房
と
共
催
し
て
い
る『
第
32
回
太
宰

治
賞
』の
贈
呈
式
を
行
い
、
ご
遺
族
の
津
島
家
か
ら
寄
託
さ

れ
た
太
宰
治
が
描
い
た
貴
重
な
絵
画
を
含
む『
太
宰
治
資

料
展
Ⅱ
』も
開
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
三
鷹
市
は
こ
れ
ま
で
も
、
そ
し
て
今
も

多
く
の
文
学
者
が
住
ま
い
、
作
品
を
創
作
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る「
文
学
の
ま
ち
」な
の
で
す
。
武
者
小
路
実
篤
と
山

本
有
三
は
名
誉
市
民
で
あ
り
、
昨
年
11
月
に
は
夫
で
あ
る

故
・
吉
村
昭
さ
ん
と
と
も
に
三
鷹
に
住
み
多
く
の
作
品
を

生
み
出
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
作
家
の
津
村
節
子
さ
ん
に

名
誉
市
民
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
山
本
有
三
は
、
こ
の
地
で「
ミ
タ
カ
少
国
民
文
庫
」

を
開
設
す
る
な
ど
、「
子
ど
も
た
ち
に
本
を
」と
い
う
思
い

を
実
践
し
て
い
ま
し
た
。
建
物
は
戦
後
、
一
時
接
収
さ
れ

ま
す
が
、
昭
和
31
年
に
有
三
が
東
京
都
に
寄
贈
し
、
翌
年

「
有
三
青
少
年
文
庫
」が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭

和
60
年
に
三
鷹
市
に
移
管
さ
れ
た
後
も「
有
三
青
少
年
文

庫
」は
継
承
さ
れ
、
子
ど
も
の
読
書
を
支
え
て
い
ま
し
た
。

平
成
8
年
に
記
念
館
と
な
り
文
庫
の
役
割
を
終
え
ま
し
た

が
、
た
だ
今
、『
有
三
文
庫
の
思
い
出
〜
子
ど
も
た
ち
に
本

を
』と
い
う
企
画
展
を
9
月
4
日
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
現
代
社
会
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
普

及
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
多
く
の
情
報
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
真
実
を
見
極
め
る
た
め

に
も
、
子
ど
も
た
ち
が
本
に
出
会
い
読
書
に
親
し
む
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
作
る
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
し
て
い
ま

す
。
今
こ
そ
、「
子
ど
も
た
ち
に
本
を
、
大
人
に
も
本
を
」

と
い
う
こ
と
の
大
切
さ
を
、
こ
の
企
画
展
を
通
し
て
、
皆

様
に
も
改
め
て
実
感
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

市長コラム

ケーブルテレビの広報番組「み
る・みる・三鷹」では「市長の
ひとことコーナー」を放送して
います（放送時間は12面参照）。

市長の　　　　コーナーひと
　こと

市外局番「0422」は省略。 主催者  日時・期間  対象・定員  場所・会場  講師  費用  持ち物  申込方法  問い合わせ  保育あり  手話・要約筆記あり

　図書館の新着図書は、全館で毎週500冊
以上にのぼります。人気作家の本や話題の
本、雑誌の最新号（一定期間は閲覧のみ）な
どもそろえており、さまざまなジャンルの
最新資料を提供しています。図書館ホーム
ページでは新着図書を確認できるほか、貸
し出し・予約ランキングなどもチェックで
きます。

　図書館では、調べものや資料・情報探しのお手伝いをす
る「レファレンスサービス」を行っています。各館の職員へ
気軽にお尋ねください。また、電話や図書館ホームページ
でも同サービスを受け付けています。利用者のみなさんの
知的好奇心を図書館の職員がサポートします。
〈こんな質問にもお答えしています〉
◇昔読んだ本の題名を思い出したい。
◇好みを聞いて、お薦めの本を紹介してほしい。
◇市にゆかりのある作家の本が読みたい。

　利用者IDとパスワードを登録すれば、図書
館ホームページや携帯サイトでも資料を予約
できます。検索・予約画面で全館の蔵書から
読みたい本などを探し、受け取りは、自宅近
くのお好きな館を指定することもできます。
本館と三鷹駅前図書館は、平日午後8時まで
開館しているので、お勤め帰りの受け取りに
も便利です。

　図書館では、公衆無線LANを提供
しており、お手持ちのスマートフォン
やノートパソコンなどを使ってイン
ターネットに接続することができます
（下連雀図書館を除く。電源の提供は南
部図書館のみ）。公衆無線LANは利用
カードがない方でも、運転免許証や保
険証、学生証など住所の確認できる書
類があれば利用可能です。夏でも涼し
く快適な図書館なら、調べ学習や情報
収集もはかどります。

「使える」サービスいろいろ！

夏も快適・便利な
図書館活用のススメ

　市の図書館は、幅広いジャンルの本・雑誌やCDなどがそろ
うみなさんの書斎です。資料の貸し出しはもちろん、ほかにも
さまざまなサービスを用意して、みなさんをお待ちしています。
今まで図書館をあまり利用する機会がなかった方も、この夏、
涼しくて快適な図書館へ気軽にお立ち寄りください。

各館（下記）・ https://www.library.mitaka.tokyo.jp/

　古い本などがあることも、図書館の
魅力の一つです。図書館が所蔵する資
料の中には、市場にはもう出回ってい
ない絶版本や雑誌のバックナンバー、
懐かしの歌謡曲や落語のCDなども含
まれています。思い出の一冊を探す
ために図書館へ…というのも、楽しい
使い方としてお勧めです。

　読みたい本が図書館に所蔵されて
いない場合は、気軽に各館の職員に
お声掛けください。近隣自治体や都
立図書館の蔵書をお調べします。貸
し出し可能なものが見つかれば、市
内在住・在勤・在学の方は、取り寄
せもできます。

新着図書

新着図書

新着図書

新着図書

12面「夏の図書館の催し」も併せてご覧ください。

三鷹図書館（本館）（上連雀8-3-3／☎︎43-9151）
下連雀図書館（下連雀6-13-13／☎43-9159）市立図書館 東部図書館（牟礼5-8-16／☎49-3851）

西部図書館（大沢2-6-47／☎33-1311）
三鷹駅前図書館（下連雀3-13-10／☎71-0035）
南部図書館みんなみ（新川5-14-16／☎76-5571）

新着図書は毎週500冊以上。
最新の図書情報もチェックできます！

気軽にインターネットで予約して
お近くの館で受け取り、返却できます

絶版本や
バックナ

ンバー

懐かしの
名曲など

も

所蔵して
います

図書館職員が
みなさんの調べものをお手伝いします

公衆無線LAN
を提供。

インターネッ
トが使えます

市の蔵書にない資料はほかの図書館から
お取り寄せ


